
 

 

 

 

 

「もうすぐ夏休み」～１日２４時間、みんなに平等の時間を大切に！～ 

校 長  清 水 俊 也 

   

楽しい夏休みが目の前です。事故や事件に巻き込まれないように安全について家の人と

約束事を確認しておきましょう。 

また、計画的な夏休みにするために時間についても考えてみましょう。長い夏休みです

が、どのように過ごすかがとても大切です。 

 健康第一（元気が一番）です。次に自分を成長させるために勉強や楽しいことの時間を

大切にしてください。 

楽しい時間は、あっという間にすぎますが、勉強時間は、長く感じると思います。この

勉強時間があっという間に過ぎると感じると集中して取り組んだことになります。 

この夏休みに何回、感じるか挑戦（チャレンジ）してください。 

  

交通事故に気をつけて 

 黄色い帽子が  ぴょこんと頭をさげる  横断歩道  

  いってらっしゃい  今日もいい日に   なりそうです 

 

 先日、このような詩を見ました。小学生が横断歩道で止まってくれた車に頭をさげてお

礼をしている姿が、ドライバーの心を温かくしています。また、見ていた周りの人たちも

とても気持ちの良い風景だと感じました。 

 横断歩道で一時停止率の高い県は、長野県だそうです。長野県では、子どもたちの集団

下校の際、横断歩道で道を渡り終えたら、車を止めて待っていてくれたドライバーに子ど

もたちがお辞儀をする習慣があるそうです。 

 「いつから始まったか調べてみてもはっきりとはわからないが、この習慣は 30年以上

続いているのではかいか」とのこと。歩行者とドライバーがコミュニケーションをとると

いう習慣が長い時を経てしっかり根付いている。 

大人になって自分でハンドルを握るようになったら、自然と横断歩道では、一時停止す

るようになるそうです。この話は、説得力が高いと思いました。 

 

子どものころからの良い習慣がよい社会をつくる。一日一日の積み重ねが大切ですね。 

長い夏休み、どんな良い習慣を身につけたいですか？ 
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